
水害の歴史～筑後川の事例～

昭和２８年６月洪水昭和２８年６月洪水

明治２２年の水害絵図
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洪水を安全に流すハード対策

河道整備
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洪水を安全に流すハード対策

河道整備
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千年分水路

大石分水路

原鶴分水路



洪水を安全に流すハード対策

洪水調節施設の整備

松原ダム 下筌ダム
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水害による死者・行方不明者数（1946～2015年）

死
者
・
行
方
不
明
者
数
［
人
］
：
対
数
表
示

約1,500人
1947～1961年

減少傾向

約60人
2001～2015年

＜出典：水害統計＞5



河川⽔位の危険度レベルを
⾊で表⽰

レーダ情報を⾊で表⽰

画⾯イメージ

○○県 ○○市

○○町

○○市

○○市
○○町

○○川

河川カメラ画像閲覧

河川の⽔位を表⽰

防災情報の発信 ～川の防災情報～

「川の防災情報」では、河川監視カメラの画像、河川水位、レーダ雨量等
の各種データをリアルタイムでパソコンや携帯端末に発信。
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○ＮＨＫ等の地上デジタル放送（データ放送）でも河川水位・雨量情報を配信。

⽔位表⽰凡例

放送画⾯河川水位・雨量 放送画⾯

画面表示例

防災情報の発信 ～地デジによる河川情報の提供～
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平成27年9月関東・東北豪雨（被害の主な特徴）

多数の孤立者
市外への避難

（人的被害）
・死者 ２名 ・重軽傷者 ４４名
・孤立して救助された方 ４，２５８名
（内 ヘリコプターで救助された方 １，３３９名）

広範囲が長期間浸水
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常総市役所

常総市役所から駐車場を撮影提供：国土交通省関東地方整備局



｢施設では守り切れない大洪水が必ず発生する
もの｣との考えに立ち、

『逃げ遅れゼロの実現』
『社会経済被害の最小化』の実現に向けて、

社会全体で洪水氾濫に備えるため、
ハード・ソフト対策を一体的な
取り組みを関係機関が連携し、推進。

水防災意識社会再構築ビジョン
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緊急速報メールを活用した洪水情報プッシュ型配信

平成30年5月～
国管理河川の
全水系で配信開始

H29.9.17
番匠川で
九州初の配信を実施

携帯電話事業者
（NTTﾄﾞｺﾓ、KDDI・沖縄ｾﾙﾗｰ、
ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ（ﾜｲﾓﾊﾞｲﾙ含む））

河川管理者（国）
・気象庁

洪⽔予報作成・発表
（地⽅整備局等）

関係市町村、報道機関等

⼀般住⺠

メール・
FAX等

緊急速報メール洪水情報

追加!! 追加!!

テレビ・ラジオ
インターネット等

従来 従来
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災害の発生を前提に、防災関係機関が連携して災害時に発生する状況を予め想定し
共有した上で、「いつ」、「誰が」、「何をするか」に着目して、防災行動とその実施主体を
時系列で整理した計画です。防災行動計画（タイムライン）を作成。

避難行動を支援する水害対応タイムライン
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想定最大規模の外力を対象とした防災・減災への取り組み

○洪水浸水想定区域について、想定し得る最大規模の降雨に拡充して公表。
○浸水継続時間や家屋倒壊等氾濫想定区域も併せて公表。

従前

※図は、あくまでイメージのため、実際の河川と必ずしも一致しない。

現 在

洪水防御に関する計画
の基本となる降雨のみ
を対象

想定最大外力までの様々な規模の降雨を対象

家屋倒壊等氾濫想定区域

浸水継続時間 4



○各流域を対象とした幅広い防災知識の向上を目的に、正式な理科・社会科の授業で
採用してもらう防災学習プログラムを策定・活用する取組みを実施。

○防災教育により児童を通じて保護者及び地域住民への防災力向上の広がりを期待。

川の災害を防ぐ工夫

流水実験器具

自分の住んでいる
地域の災害を基に
教材を作成

川内川河川事務所の取り組み

水防災教育の推進 ～自分の身は自分で守る～

水害時のＶＴＲ（動画） 5



■アンケート回答者数：１７３名(小学生～大学生）
■質問：３０問を設定
■回答：とてもある（3点）、少しある（2点）、ほとんどない（1点）、ない（0点）の4段階
■グラフ：全回答者の平均値（表示した数値は、参加したことがある者の値）

・直方川づくり交流会は、環境・防災体験学習に取り組み、遠賀川の未来を担う子ども達
が水辺とかかわるきっかけづくりを進めています。（平成18年6月発足）

・小学生～大学生を対象としたアンケート調査を実施。

防災・環境教育等の効果～直方川づくり交流会のアンケート調査～
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■防災、環境、安全利用に関する知識・意識

安全利用
防災

環境

安
全
利
⽤

Q1 川の⽔の勢いや流れかたを知っている
Q2 川を利⽤するときの危険な場所がわかる
Q3 川での遊びを知っている
Q4 川を利⽤するとき安全に気を付けている
Q5 川の安全な利⽤について話したことがある

環
境

Q6 川のかたちが気になる
Q7 川のきれいさが気になる
Q8 川に棲む⽣き物が気になる
Q9 環境の変化が気になる
Q10 ゴミを拾ったことがある

防
災

Q11 ⽔害の恐さを知っている
Q12 ⾃然災害のニュースが気になる
Q13 防災情報の取りかたを知っている
Q14 川の⼯事の⽬的を知っている
Q15 避難の⼼がまえや備えについて聞いたことがある

防災・環境教育等の効果～直方川づくり交流会のアンケート調査～
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■自立心、郷土愛、社会貢献意識

自立心

郷土愛

社会貢献
意識

⾃
⽴
⼼

Q16 異なる学年や他の学校の仲間と交流でき楽しむこと
ができる

Q17 ⼤⼈の⼈と関わりコミュニケーションを図ることができる
Q18 ⾃分で考えたり課題を⾒つけたりすることができる
Q19 ⼈前で⾃分が思ったことや考えたことを話すことが

できる
Q20 発表や意⾒について褒められたことがある

郷
⼟
愛

Q21 川が気になりついつい⾒てしまう
Q22 ⼭や川の良さを知っている
Q23 福智⼭や遠賀川のあるふるさとを⾃慢したいと思う
Q24 地元のまつりなどの⾏事に参加したいと思っている
Q25 地域の⼈とのふれあいを楽しいと感じている

社
会
貢
献

Q26 活動の拠点となる⽔辺館などが近くにあると良い
と思う

Q27 ボランティア活動に関⼼がありやってみたいと思う
Q28 ⾝近な環境を考えることが、地球環境に繋がっている

と思う
Q29 活動で学んだことを⽇常⽣活で活かすことができてい
る
Q30 ⼭や川など⾃然に関わる仕事に就きたいと考えている

防災・環境教育等の効果～直方川づくり交流会のアンケート調査～
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